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学習指導要領 都立墨田工業高校 学力スタンダード 

 ア 文章を読んで、構成、展開、要旨などを的確にと

らえ、その論理性を評価すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 文章を読んで、書き手の意図や、人物、情景、心

情の描写などを的確にとらえ、表現を味わうこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①説明的な文章について、その構成に留意しなが

ら、筆者の主張を的確に読み取り、内容やテーマ

に対する見方や考え方を広げたり深めたりする。 

《具体的な設定例》 

・ 『最初のペンギン』を読んで、本文における

「創造すること」について理解を深めたり、考え

を話し合ったりする。 

・ 『未来のありか』を読んで、本文における「未

来」についての考え方を深める。 

 

① 随筆を読んで、文章を読む楽しさを味わった

り、言葉に込められた筆者の主張を読み取ったり

する。 

《具体的な設定例》 

・ 『物語の外から』を読んで、筆者の考える「語

り」と価値観を読み取り、自己の体験と重ね合わ

せる。 

・ 『カフェの開店準備』を読んで日常への鋭い視

線や逆転の発想が描かれた文章を読み、視野を広

げる。 

 

② 小説を読む楽しさや人物の心情の機微、物語か

ら得られる感動を味わい、作品の読解を通しても

のの見方や考え方を深める。 

《具体的な設定例》 

・ 『山月記』を読んで、主人公の李徴の心情の機

微、袁傪との関係性を的確にとらえる。 

・ 『カンガルー日和』を読んで、日常を描いた小

説の中に流れる雰囲気を感じ取り、日々の生活感

情について考える。 

 

③ 名作と言われる作品の特徴的な文体を味わいな

がら、作品の主題を考え、人間心理や時代につい

ての洞察を深める。 

《具体的な設定例》 

・ 『鞄』を読んで、文体の魅力や寓意について考

え、「現代」という時代について考えを深める。 

・ 『葉桜と魔笛』を読んで、物語の展開を把握し

つつ、そこに浮かび上がる人間の心の奥深さを味

わう。 
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ウ 文章を読んで批評することを通して、人間、社会、

自然などについて自分の考えを深めたり発展させ

たりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 目的や課題に応じて、収集した様々な情報を分

析、整理して資料を作成し、自分の考えを効果的に

表現すること。 

 

 

 

 

 

 

オ 語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊かに

するとともに、文体や修辞などの表現上の特色をと

らえ、自分の表現や推敲に役立てること。 

 

 

① 説明的な文章を読み、様々なテーマにおいて、

自己の体験や意見と重ね合わせ、自分なりの見方

や意義について、客観的に考える。 

《具体的な設定例》 

・ 『「ふしぎ」ということ』を読んで、身近な

「ふしぎ」に対する関心をもち、自己と他人の意

見を比べる。 

・ 『ホンモノノおカネの作り方』を読んで、現代

社会と人間との関わりについて理解を深め、自ら

の考えをまとめ、的確に表現する力を養う。 

 

① 言葉に対する興味と問題意識を持ち、実用的な

文章と自己の生活との接点を考える。 

《具体的な設定例》 

・ 『言葉は世界を切り分ける』を読んで、人間に

とっての言葉の重要性について理解を深め、自分

の言語生活を振り返る。 

 

 

 

① 漢字力、語彙力、国語常識を広く知識として、

身につけ、文章の読解や自己の表現に生かす。 

《具体的な設定例》 

・ 毎回の授業において漢字力・語彙力・国語常識

についての学習時間を設け、学習習慣と確かな力

を反復により身につける。 

・ 各文章を読んで、表現や語彙について気を配

り、自己の表現に生かす。 

 

② 詩のリズムや修辞、定型による特色について理

解を深め、作品を深く味わい、自己の言語生活を

豊かにする姿勢を身につける。 

《具体的な設定例》 

・ 著名な詩を音読を通して、その情景や修辞につ

いて理解を深める。 

短歌や俳句を読み、日本の詩歌の豊かさについて

理解を深める。 

 

 


